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金谷地区における新たな移動手段の導入に係る 

進捗状況について 

○報告内容 

令和６年４月１日付けで路線バス金谷線が廃止されたことを受け、地域住民

と検討を進めている本件について、前回会議にて「金谷地区における新たな移

動手段の運行内容（案）について」を議題として協議し、交通空白地有償運送

での実施について承認された。 

その後、「第２回金谷地区における新たな移動手段導入に向けた検討会議」

において、新たな移動手段の運営・運行主体の依頼先が決定し、現在、調整を

進めている。 

 

〇経緯（概要） 

令和５年度 

令和５年 

10 月 22 日 

日東交通路線バス金谷線の協議申出（路線の廃止）があった

ことについて、金谷地区区長会へ説明。路線バスの存続、代替

輸送手段の確保を求める意見があった。 

令和６年 

２月 10 日 

金谷地区区長会議（第１回勉強会） 

「金谷地区における公共交通の現状と、地域に合った移動

手段の検討について」を説明。 

地域の移動ニーズの把握のため、住民アンケートを実施す

ることが決定した。 

令和６年度 

６月 28 日 金谷地区区長会議（第２回勉強会） 

①地域の移動手段導入事例、②アンケート結果の報告、③ア

ンケートで意見の多かった移動手段のメリット・デメリット

について説明。 

区長会で検討の結果、運行方法は、峰タク同様の「事前予約

制乗合タクシー」、運行範囲は「湊、金谷、鋸南の３地区」と

する方向性に決定した。 

９月 19 日 金谷地区の新たな移動手段を考えるワークショップ 

地区内の区長に加え、民生委員、ふれあい推進員に参加して
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いただき、Ａ・Ｂの２班に分けて実施し、班ごとに話し合った

意見のまとめを発表した。 

11 月 14 日 第１回金谷地区における新たな移動手段導入に向けた検討会

議 

ワークショップ実施メンバーに対し、前回までの協議結果

を基に市が作成した運行内容（素案）を説明し、原案のとおり

承認された。 

今後の協議に関しては、交通事業者に対し実施に向けた協

力ができるか確認した後、来年 1 月の地域公共交通会議にて

委員（各交通事業者の代表含む）に運行内容の説明を行い、実

施の可否について議題とする予定とした。 

12 月９日から

13 日 

金谷地区の交通空白地の解消に向け、意向確認を目的に、関

係するバス・タクシー事業者（７社）を訪問。 

地区内での道路運送法第４条許可による運行を打診した

が、全事業者が「運行は難しい。」との回答であった。  

令 和 ７ 年 １ 月

23 日 

令和６年度第２回富津市地域公共交通会議 

「金谷地区における新たな移動手段の運行内容（案）につい

て」を議題とし、協議の結果、全員の賛成により承認を得た。 

以下、前回の会議後の進捗 

令和７年 

２月 14 日 

第２回金谷地区における新たな移動手段導入に向けた検討会

議 

「金谷地区における新たな移動手段の運営主体について」

を議題とし、移動手段に係る運営・運行主体の依頼先を協議し

た。依頼先については、「金谷温凊会」及び「オブリガード（NPO

法人鋸山）」との意見があり、協議した結果、賛成多数で「金

谷温凊会」に依頼することとなった。 

今後については、地域（金谷地区代表区長・副代表区長）と

市で調整し、依頼先へ訪問することとした。 
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〇今後の流れ 

 引き続き、地域住民及び市と、運営・運行主体の依頼先である社会福祉法人

で運営・運行体制の構築に係る協議を行い、併せて運行内容（案）に修正を加

えるなどの調整を行いながら、今年度中の実証運行開始に向けて準備を進めて

いく。 

 

〇国庫補助事業の活用について 

 現在、地域公共交通計画の認定を受けて活用している地域公共交通確保維持

改善事業費補助金（地域公共交通確保維持事業のうち、地域間幹線系統及び地

域内フィーダー系統）に係る交付要綱が、令和７年２月 21 日付けで改正され、

「『交通空白』解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト」が新たに追加された。 

 この改正により、交通サービスの維持向上を目的として「交通空白」の課題

がある地域において、公共ライドシェア等の導入を支援する事業（交通空白解

消緊急対策事業。以下、「補助事業」という。）が補助対象となったため、そ

の詳細について関東運輸局に確認したところ、「補助事業の採択を受けること

により、これまで国庫補助の対象外となっていた導入時の実証運行に要する費

用が補助対象となる。」旨の回答があった。 

令和７年度 

令 和 ７ 年 ４ 月

14 日 

 金谷地区における新たな移動手段の運行内容の説明及び運

営・運行主体となっていただく旨依頼のため、金谷地区代表区

長・副代表区長と共に金谷温凊会を訪問した。 

 運営・運行主体については、「運行内容を確認し、不明な点

などを解消してから引き受ける旨の回答をしたい。」との意向

があり、後日、不明な点や疑問点などをまとめて送付すること

となった。 

５月７日  ４月 14 日の訪問後、「運行内容（案）を基に金谷温凊会内で

会議を行った。」との報告があり、会議内でまとめた市に確認

したい事項についてメールを受領した。 

５月 14 日  ５月７日に受領した確認事項について、メールにて回答し、

併せて今後の協議についての日程調整を依頼した。 
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 このため、金谷地区に係る補助事業の採択申請を本会議にて協議することを

想定していたが、令和７年３月７日の国土交通省報道発表にて、「公募期間（採

択申請の受付期間）は令和７年３月 10 日～４月７日まで」とされ、本会議を開

催する時間的余裕がないことから、会長と協議の上、４月４日に応募を行い、

４月 28 日付けで採択通知書を受領した。 

 なお、これから提出する補助事業の交付申請について、国土交通省から案内

があったが、現在、運営・運行主体の依頼先と実施体制等の協議を行っており、

補助対象経費の内訳についても変更が生じる可能性もあることから、実証運行

の実施に係る協議の際に併せて、補助金の交付申請の内容についても、本会議

にて協議する。 
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【交通空白】第 1530号 

令和 ７年 ４月 ２８日  

千葉県富津市下飯野 2443番地 

富津市地域公共交通会議 

会長 中山 正之 殿 

 

東京都港区新橋 1-1-1 日比谷フォートタワー  

株式会社東急エージェンシー  

代表取締役 社長執行役員 高坂 俊之 

 

 

令和７年度 「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト 

（令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（「交通空白」解消等リ・デザイン全面展開 

プロジェクト）） 

採択通知書（交通空白事業） 

 

 

令和７年４月７日付け【交通空白】第 1530号で応募のあった令和７年度「交通空白」解消等リ・デ

ザイン全面展開プロジェクト（令和６年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（「交通空白」解消

等リ・デザイン全面展開プロジェクト））については、交付規程第６条により、下記のとおり採択する

ことを決定したので、通知する。 

 

記 

 

１．採択事業者及び自治体名 

富津市地域公共交通会議 

 

2. 採択事業名 

「交通空白」解消緊急対策事業 

 

※応募時に記載した事業内容の大幅な変更は原則として認められないが、やむを得ない理由により変更

する場合は必ずあらかじめ事務局の確認をとること。 

※事業内容の変更等に伴い事業費が減額となる場合には、判明した時点で速やかに事務局へ相談のうえ

交付決定変更申請を行うこと。 

※国土交通省及び事務局が本事業の取組内容及びその結果について情報提供やヒアリングの実施を求

めた場合には、全面的に協力すること。 

(提供された情報については、個人情報及び知的財産権に係る内容を除いて公表することがある。) 

※交付額については、交付申請の内容等を踏まえ、減額や補助対象外とする場合がある。 

※交付上限額については、交付額の上限を示すものであり、事業者への採択決定通知をもって交付額が

確定するものではない。 
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